
平成22年度から平成23年度における経営改善の取組 別紙

大分類 中分類 小分類 備考 大分類 中分類 小分類 備考
放射線検査に係る待ち時間の短縮 病床利用率の適正化 病床の有効利用
検査の予約時間の厳守 完了 設備・機器の適正な更新 機器更新計画の策定
待ち時間調査の有効活用 チーム医療による薬剤の適正使用推進
適時適温給食の実施。献立内容の検討。 他病院との画像データ共有方法の見直し
６人床室の４人床室への改修 完了 検査情報の円滑な提供
放射線全般の相談の充実 完了 院内ポータルサイトの充実(情報ページ）
栄養管理の充実 原価計算システムの再構築
患者の様々な相談に対応できる体制づくり 検査科における時間外勤務の削減
放射線検査ニーズの把握 時間外の目標の設定
嗜好調査の実施 各部署における薬剤保管場所の一元化 完了

患者満足度調査の有効活用 給食材料費の削減
リハビリ搬送と予定時間の把握 薬品の共同購入の検討
市民公開講座の開催 節電の徹底
放射線検査の市民への啓発 各種サーバ稼動時間の見直しによる節電の推進
市民への健康相談の実施 栄養科における消耗品費の削減
健診業務の充実 十分な検査の実施
高度な専門的医療の提供のために必要な医師の確保 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ総合実施計画書料の算定 完了

地域において確保が必要とされる事業の実施に必要な医師の確保 クリニカルパス（最適な診療計画）の使用比率の向上
看護学校へのアプローチの強化 心筋シンチグラム
中途採用看護師の確保 特別食の提供
地域連携パスの整備による逆紹介数の向上 看護師による摂食機能療法の提供
後期高齢者退院時薬剤情報提供料請求対応 小児入院医療管理料加算の算定 完了

放射線機器の共同利用 ７対１入院基本料の算定 完了

開業医からの依頼による栄養指導の実施 診療報酬の専門的知識を持った人材の配置・育成
紹介患者の受入及び管理システムの構築 入院時医学管理料の算定の検討
紹介率・逆紹介率の向上 診療報酬算定の戦略的な対応
地域がん診療連携拠点病院と同等の機能の確保 クレジットカード支払いの促進
地域医療支援病院の名称承認 未収金対策の効率化
入院患者の注射薬ミキシングやセッティング業務の集中化 医師当直の外注化の検討
薬剤管理指導業務における、ハイリスク薬への円滑な対応 短時間勤務医の確保
薬剤科の手術室薬品管理へ係わり強化 医療クラーク室の機能充実
放射線検査時における患者確認等の徹底 フイルムレスの推進
検査科におけるインシデント、アクシデントの徹底解明 検査業務の見直し
栄養科におけるインシデントレポートの検証 調理業務の標準化
看護の質向上 事務部門における業務・組織の再構築

診療体制の充実 新規検査項目の開拓および当直体制の検討 診療報酬請求集計業務のシステム化
病院整備方針の検討 レセプトチェックの効率化
重症病棟整備の検討 DPCに伴うパスの整備
職員満足度調査の実施 DPC下での持参薬の円滑で安全な利用
看護部職員満足度調査の有効活用 DPCにおける薬剤の適正使用の推進
有能な放射線技師の養成 外来における入院予定患者の検査の実施
有能な検査技師の養成 検査セット項目の見直し
撮影手技や前後処置および注意事項の情報発信 DPC運用体制の整備
リハビリテーション技術科における研修、勉強会の充実 人的委託料の削減
中央検査科における研修、勉強会の充実 医療事務委託の見直し
科内研修会の実施 システム運用に係る委託要員契約の見直し
きめ細かな研修医指導及び管理
検査に係る研修医指導の充実
看護師研修会への協力
NANDA看護診断導入の準備（アセスメント能力の向上）
目標管理のスキルアップ

常勤医師の確保

委託業務の見直し

研修医の確保・指導の充
実

看護師の育成

職員満足度の向上

職員の知識・
技術の向上

医療資源の有効活用

ＤＰＣ導入に伴う業務手順
の見直し

職員研修の充実

外来待ち時間の短縮

療養環境の向上

各種相談機能の充実

患者サービス
の向上

業務の効率化

病院経営
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病院機能
の充実

看護師の確保

地域医療連携の強化

医療安全の確保
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患者ニーズの把握とサー
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地域住民の健康確保・啓
発活動

医師の負担軽減

業務手順の見直し

その他経費の削減

診療単価の最適化

未収金対策

人件費の適正化
（時間外の削減）

材料費の削減


